職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
国内生命保険会社の保険計理部門で◯年間、個人保険の数理業務を担当してきました。医療保険・収入保障保険の保険料率算出と収益検証、四半期決算における責任準備金の計算と監査法人対応を主に担い、経済価値ベースの資本評価やIFRS17対応プロジェクトにも数理担当として参画しています。計算ロジックを仕様書と検証記録に残す運用を整え、担当者が替わっても再現できる体制づくりを進めてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：総資産◯兆円規模の国内生命保険会社／保険計理部門（数理担当◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：アクチュアリー
【担当業務】
・医療保険・収入保障保険など新商品の保険料率および解約返戻金の算出
・四半期・年度決算における責任準備金・危険準備金の計算と監査法人への説明対応
・経済価値ベースの資本評価に用いる計算前提の設定と結果の取りまとめ
・IFRS17対応プロジェクトにおけるCSM計算ロジックの整理とシステム要件の作成
・金利・為替シナリオに基づくALM分析および感応度分析の実施と報告
【実績】
・決算数理計算の手順を工程ごとに文書化し検証項目を統一したことで、担当◯名での作業分担が可能になり、監査法人からの追加照会への回答期間を短縮しました。
・商品別の収益検証モデルを見直し、前提差異を要因別に表示する形式へ変更したことで、商品部門との改定協議で同じ資料を使った議論ができるようになりました。


■活かせる経験・知識・スキル
・生保数理（保険料率算出、責任準備金評価、収益検証、EV計算）
・数理モデリング：Prophet、MoSes、Excel VBA
・データ処理・統計解析：SAS、R、Python
・ALM分析、感応度分析、ストレステストの実施と結果整理
■資格
・日本アクチュアリー会 準会員（20XX年X月）
■自己PR
数理計算の前提と結果を、商品部門や経営層が判断に使える形に翻訳することが私の強みです。資本評価モデルの改良では、感応度分析の結果を金利・死亡率などの要因別に分解した資料を作成し、リスクの大きい前提について商品部門と検討する場を定例化しました。応募先でも、モデルの精度向上と説明可能性の両方に責任を持ち、数理部門と事業部門の橋渡し役として貢献したいと考えています。
以上
